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問 合 せ 先 取締役（総務担当）野口 正己 

                                                               電 話 03-5326-8880 

 

特別利益、特別損失の発生及び平成 20 年 3 月期中間・通期業績予想の修正 

に関するお知らせ 

 

 

平成 20 年 3月期（平成 19 年 5月 15 日付の当社「平成 19 年 3月期 決算短信」において発表いたしました、

平成 20 年 9月中間（平成 19 年 4月 1日から平成 19 年 9 月 30 日）及び平成 20 年 3月期（平成 19 年４月１日

から平成 20 年 3月 31 日）の業績予想（連結）を下記のとおり修正いたします。 

記 

１．平成 20 年 3月期中間（個別）業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1 日から平成 19 年 9月 30 日まで） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ３，５２４ ８０ ８１ ８１

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ３，５２１ ２２８ ２３３ ２１６

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △３ １４８ １５２ １３５

増 減 率 （ ％ ） △０．０８ １８５．０ １８７．６ １６６．６

前期実績（平成 19 年 3月期中間） ３，１４４ △１１５ △６２ △１６３

 

２．平成 20 年 3月期中間（連結）業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1 日から平成 19 年 9月 30 日まで） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ３，９１５ １１２ １０６ １０６

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ３，７２２ ２０５ ２１７ １１９

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △１９３ ９３ １１１ １３

増 減 率 （ ％ ） △４．９ ８３．０ １０４．７ １２．２

前期実績（平成 19 年 3月期中間） ３，３０２ △１２４ △１３５ △１４７

 

 

 

 



 

３．平成 20 年 3月期通期（連結）業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1 日から平成 20 年 3月 31 日まで） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ８，３３５ ５１４ ５０１ ３８６

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ７，５００ １５４ １５４ ７２

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △８３５ △３６０ △３４７ △３１４

増 減 率 （ ％ ）   △１０．０ △７０．０ △６９．２ △８１．３

前期実績（平成 19 年 3月期通期） ７，３７９ △１７８ △２１２ △３３８

（注）連結対象会社は、株式会社ホット・コミュニケーション（62.5％子会社）、株式会社アンクプロモーシ

ョン（100％子会社）、株式会社Ｓ・Ｒプロモーション（100％子会社）、株式会社夢隊ファクトリィー（100％

子会社）、ライフステージ株式会社（100％子会社）、株式会社ソシオ（100％子会社）及び匿名組合１組合であ

ります。 

 

４．修正の理由 

（１） 中間（個別）業績予想の修正につきましては、まず、中間期においては通販小売事業の売上高

は減少となったものの、平成 19 年 9 月 1 日付で当社 100％子会社である株式会社クリスタルア

ースを吸収合併したことにより引き継いだ販売用不動産のうち１棟を販売したこと等により、

売上高は 35 億 21 百万円（前回予想より 0.08％減）となります。また、この不動産販売等によ

り、営業利益 2 億 28 百万円（前回予想より 185.0％増）、経常利益 2 億 33 百万円（前回予想よ

り 187.6％増）となります。 

（２） 中間（連結）業績予想の修正につきましては、主に中間（個別）業績予想の修正によるもので、

当初子会社クリスタルアースが下半期に予定していた不動産の販売が中間期に早まったことが

主要因であります。 

（３） 通期（個別）業績予想につきましては、前述のとおり通販小売事業の売上高が減少しているも

のの不動産の販売による売上高及び営業利益の増加を見込んでおります。なお、通販小売事業

の業績回復のために、中間期における利益の一部を販売促進費として積極的に投入する所存で

あるため、期首の予定通りとさせていただきます。 

（４） 通期（連結）業績予想の修正につきましては、個別業績のうち通販小売事業において、下半期

に販売促進費を投入し業績の改善を図りますが、売上高の減少の影響が大きいこと、下半期に

予定していた不動産の販売が来期にずれ込むため期首の予想数値には未達が予想されるためで

あります。 

 

（参考資料） 

平成 20 年 3月期通期個別（平成 19 年４月１日から平成 20 年 3 月 31 日）業績予想数値 

（平成19年5月15日発表） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

通 期 個 別 業 績 予 想 ７，１６１ １５４ １５６ １５６

 

 



 

５．特別利益について 

当中間期において特別利益 13 百万円を計上しております。理由は投資有価証券の売却益であります。 

 

６．特別損失について 

当中間期において特別損失 83 百万円を計上しております。主な理由は貸倒引当金の繰り入れを 60 百万円計上

しており、その内訳は売却した販売用不動産における未回収家賃に対する引き当てが 17 百万円、映画制作会

社他への貸付金に対する引き当てが 43 百万円であります。また、借入金の繰上げ返済に伴う金利スワップ解

約損として 10 百万円を計上しております。 

 

以上 


